
町介護予防・認知症施策推進拠点施設町介護予防・認知症施策推進拠点施設

『えんじょいセンター』『えんじょいセンター』

が開館しますが開館します

えんじょいセンターの事業一覧

事 業 実施日・頻度 内 容

①えんじょいサロン 毎週金曜日

さまざまな方の交流の場、居場所と

して、誰もが自由に参加できるサロ

ンを実施

②介護予防教室

※要申し込み
毎週火曜日

認知症予防や心身の健康維持のため

の運動やレクリエーション、座学の

実施

③えんじょいカフェ
テーマごとに

月 1回

認知症、家族介護者、介護職員の 3つ

をテーマに、情報交換や専門職から

のアドバイスの実施

④さわやか体操クラブ

※要申し込み

毎月第2、4水曜日

各回定員約 10人

身体機能や健康の維持・向上のため

のシルバーリハビリ体操教室の実施

※地区に関係なく、誰でも参加でき

ます。

＊介護予防・体操教室　役場健康長寿課長寿支援係（☎ 611-2828）

＊えんじょいサロン　　町社会福祉協議会（☎ 611-2840）

＊えんじょいカフェ、おれんじボランティアへの依頼　町地域包括支援センター（☎ 697-5570）

　

町
介
護
予
防
・
認
知
症
施
策
推
進
拠
点
施
設
「
え
ん
じ
ょ
い
セ
ン

タ
ー
」
が
10
月
10
日
、
町
役
場
北
側
の
旧
町
民
セ
ン
タ
ー
食
堂
で
開
館

し
ま
す
。
高
齢
者
な
ど
の
健
康
増
進
や
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
に
加
え
、
町

内
で
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
う
「
お
れ
ん
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
活
動
拠
点
に
も
な
る
施
設
で
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
カ
フ
ェ
や
サ
ロ
ン
、

介
護
予
防
教
室
な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。
健
康
維
持
や
仲
間
作

り
、
介
護
の
相
談
な
ど
に
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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えんじょいセンターの行事予定表（10月）

日 月 火 水 木 金 土

開所式開所式

午前10時から午前 10時から

④

午後2時～午後 3時午後 2時～午後 3時

③③
午後2時～午後 4時午後 2時～午後 4時

（介護職員）（介護職員）

①

午前10時～午後 3時午前 10時～午後 3時

②②
午前10時～午前12時午前 10時～午前12時

（認知症予防）（認知症予防）

①①

午前10時～午後 3時午前 10時～午後 3時

③
午前10時～正午午前 10時～正午

（家族介護者）（家族介護者）

②
午前10時～午前12時

（認知症予防）

④④

午後2時～午後 3時午後 2時～午後 3時

①①

午前10時～午後 3時午前 10時～午後 3時

　介護予防教室の参加者を募集　介護予防教室の参加者を募集

します。10 月と 11 月は認知症します。10 月と 11 月は認知症

予防として、体と脳のトレーニ予防として、体と脳のトレーニ

ングを同時に行い、認知機能のングを同時に行い、認知機能の

低下を防ぐ「コグニサイズ」が低下を防ぐ「コグニサイズ」が

体験できます。ぜひ、ご参加く体験できます。ぜひ、ご参加く

ださい。ださい。

▼▼日時日時　10 月 20 日～ 11 月 24　10 月 20 日～ 11 月 24

日までの毎週火曜　全 5回日までの毎週火曜　全 5回

午前 10時～午前 12時午前 10時～午前 12時

▼▼定員定員　15人程度　15人程度

▼▼申し込み申し込み　役場健康長寿課長　役場健康長寿課長

寿支援係 (寿支援係 (☎☎ 611-2828）611-2828）

■申し込み・問い合わせ

4令和 2年 10月 1日　No.800



　

平
成
25

年
に
設
立
し
、
町
内

の
要
支
援
者
の
要
望
に
応
じ
た

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
「
お
れ
ん

じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
（
昆
江
利

子
会
長
、
会
員
37

人
）
。

　

会
員
の
主
な
活
動
は
、
二
人

一
組
で
行
う
依
頼
者
の
自
宅
で

の
掃
除
や
洗
濯
、
買
い
物
。
こ

れ
に
加
え
て
、
認
知
症
の
方
と

そ
の
家
族
の
居
場
所
づ
く
り
や

交
流
の
場
と
な
る
「
認
知
症
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
員
に
は
、
認
知
症
と
な
っ
た

家
族
の
介
護
し
た
経
験
が
あ
る

誰もが

開ける場に
おれんじボランティア

昆　江利子 会長

人
や
、
看
護
師
、
介
護
士
な
ど

元
専
門
職
も
多
く
、
会
員
間
で

情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
適

切
な
支
援
活
動
の
実
践
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
、
今

後
は
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、
え

ん
じ
ょ
い
サ
ロ
ン
・
カ
フ
ェ
な

ど
の
開
催
に
携
わ
り
ま
す
。

　

昆
会
長
は
、
お
れ
ん
じ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
前
、
同
居

す
る
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催
「
家
族
介
護
者

の
集
い
」
に
参
加
。
そ
こ
で
、

同
じ
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
町
民

と
会
い
、
話
す
こ
と
が
、
在
宅

介
護
で
悩
む
自
身
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
今
も
介
護
は
続
い
て
い
る

が
、
当
時
は
大
変
な
時
期
で
、

混
乱
し
て
い
る
頃
だ
っ
た
。
で

も
、
集
ま
り
の
中
で
、
同
じ
よ

う
に
悩
み
を
持
つ
人
と
話
す
こ

と
が
、
私
の
癒
し
に
な
っ
て
い

た
」
と
昆
会
長
は
話
し
ま
す
。

センターを拠点に活動する「おれんじボランティア」。

2列目右から 4人目が昆会長

　

そ
の
後
、
昆
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
住
民
主
体
で
設
立
し
た

お
れ
ん
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
自

身
の
介
護
経
験
な
ど
を
生
か

し
、
今
度
は
支
え
る
立
場
と
し

て
、
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

支
援
活
動
で
心
掛
け
る
こ
と

は
、
依
頼
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
会
話
を
絶
や
さ

ず
、
で
き
る
限
り
要
望
に
沿
う

よ
う
に
作
業
を
進
め
た
り
、
話

を
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
依
頼
者
の
昔
話
に
耳
を
傾

け
る
な
ど
、
常
に
依
頼
者
の
気

持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昆
会
長
は
、
セ
ン
タ
ー
で
の

活
動
に
向
け
て
「
こ
こ
で
活
動

す
る
中
で
『
傾
聴
』
が
ま
ず
、

大
事
な
こ
と
に
な
っ
て
く
る
と

思
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持

ち
、
訪
れ
る
方
々
が
自
然
体
で

話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、

誰
も
が
心
を
開
け
る
場
に
し
て

い
け
た
ら
」
と
展
望
し
ま
し
た
。

心

支
え
ら
れ
る
立
場
か
ら

支
え
ら
れ
る
立
場
か
ら

支
え
る
立
場
へ

支
え
る
立
場
へ

生活支援サービスの活動風景

気
持
ち
に
寄
り
添
い

気
持
ち
に
寄
り
添
い

ま
ず
は
『
傾
聴
』

ま
ず
は
『
傾
聴
』
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